唐音語の研究と其實例五則 by 中山 久四郎 & ナカヤマ キュウシロウ
膚
言
語
の
研
究
と
翼
賃
例
五
則
中
山
久
四
郎
近
世
支
那
文
化
の
我
囲
に
及
ぼ
せ
る
影
響
の
一
と
し
て
注
意
す
べ
き
も
の
は
、「
唐
吾
」
な
う
。
唐
言
と
は
、
度
く
い
へ
ぼ
唐
上
の
書
即
ち
支
那
の
漢
語
字
子
の
義
に
し
て
、
狭
く
ｒ
へ
．ぼ
「
唐
吾
与
矢
暑
「
元
子
」
「
明
暑
」
「清
言
」
等
の
場
合
の
如
く
、
大
贈
支
那
歴
朝
の
時
代
に
よ
う
て
匡
別
す
る
所
の
漢
語
字
吾
の
分
類
の
申
、
特
に
唐
時
代
の
言
の
義
と
な
る
も
の
な
う
。
さ
れ
ど
も
、
又
所
謂
漢
暑
異
子
の
我
囲
に
俸
は
う
た
る
後
、
世
々
の
往
本
に
よ
う
て
支
那
語
の
管
時
の
字
子
の
ま
Ｌ
に
惇
は
う
た
る
を
（矢
、
元
、
明
、
清
な
ど
の
時
代
を
分
た
ず
）
す
べ
て
唐
子
と
補
す
。
や
ヽ
精
密
に
い
へ
ぼ
、
乗
、
元
、
明
の
頃
、
彼
囲
に
留
畢
せ
し
我
囲
の
伊
偶
及
び
我
囲
に
掃
化
せ
し
彼
囲
の
官
侶
、
或
は
未
、
元
、
明
、
病
時
代
の
商
人
の
博
多
、
堺
、
長
崎
等
に
家
う
し
者
の
俸
へ
し
も
の
に
し
て
、
支
那
字
言
の
竣
ヽ
、
或
は
そ
の
軽
訛
女
七
五
活
音
語
の
研
究
と
共
空
例
五
則
（
中
山
久
四
郎
） 叢
唐
音
語
の
研
究
と
共
質
例
五
則
か
や
山
久
四
郎
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
た
は
省
略
（或
は
街
陥
）
し
た
る
暑
に
て
補
呼
せ
ら
る
ゝ
も
の
な
れ
ば
、
漢
語
の
普
通
の
日
本
漢
字
言
に
て
稚
呼
せ
あ
る
ヽ
も
の
と
は
自
ら
異
な
う
て
、
外
本
語
の
一
種
と
も
見
る
べ
き
も
の
な
う
。
言
ひ
換
ふ
れ
ば
、
近
世
支
那
よ
ナ
樽
本
し
て
、
支
那
子
の
ま
ゝ
、
或
は
之
に
近
似
せ
る
言
の
ま
ヽ
に
用
ひ
ら
れ
て
、
外
本
的
の
原
素
を
保
ち
つ
ヽ
日
本
語
化
し
た
る
も
の
な
う
。
故
に
之
を
研
究
す
る
こ
と
は
、
即
が
て
近
世
に
於
け
る
日
本
人
と
支
那
人
と
の
往
家
交
通
の
影
響
が
如
何
に
字
言
言
語
の
上
に
あ
ら
は
れ
た
る
か
を
知
る
こ
と
ヽ
な
り
、
或
は
女
た
近
世
支
那
の
文
化
が
如
何
な
る
影
響
を
我
囲
に
及
ぼ
し
た
る
か
を
字
吾
言
語
の
上
よ
う
租
祭
す
る
こ
と
ヽ
も
な
う
、
又
之
に
件
ふ
所
の
支
那
の
風
俗
習
慣
等
の
構
本
を
研
究
す
れ
ば
、
ま
す
′
＜
ヽ
近
世
支
那
文
化
の
我
囲
に
及
ぼ
し
た
る
勢
力
影
響
の
多
大
な
う
し
事
を
も
明
に
し
得
べ
さ
も
の
な
う
。
但
し
今
此
一
短
篇
に
於
て
は
、
た
ゞ
唐
言
語
の
数
種
に
つ
い
て
研
究
し
た
る
所
を
朗
片
的
に
記
す
こ
と
ヽ
し
、
又
後
日
の
好
機
に
於
て
患
見
を
逃
ぶ
る
こ
と
ヽ
せ
ん
。
貧
）
チ
ヤ
ン
コ
ｒ
は
「
中
囲
人
」
の
支
那
言
か
支
那
人
を
呼
ん
で
チ
ヤ
ン
コ
ロ
と
い
Ａ
も
の
あ
う
。
其
詔
源
明
な
ら
ず
。
蓋
し
中
囲
人
（
チ
ユ
ン
ヨ
ー
デ
エ
ン
ｏ
言
長
ギ
る
会
母
）
の
轄
訛
な
る
べ
し
。
若
し
果
し
て
然
ら
ぼ
支
那
人
を
チ
ヤ
ン
コ
ロ
と
よ
パ
こ
と
、
決
し
て
理
蔑
の
義
な
ど
の
み
な
ら
ず
、
筆
ろ
一
種
の
敬
稚
と
も
い
ム
、へ
ど
も
の
な
う
。
別
に
読
を
な
す
も
の
あ
う
。
曰
く
是
れ
満
囲
鑑
（
チ
ン
コ
Ｉ
Ｆ
オ
▼
艦
は
確
鰻
の
略
に
し
て
、
無
駐
漢
の
義
な
う
と
い
Ａ
）
の
轄
訛
な
ら
ん
と
。
後
読
な
ら
ぼ
や
ヽ
軽
魂
の
義
あ
る
に
似
た
う
。
後
識
は
「
墓
法
月
報
」
第
十
三
各
第
九
城
掲
載
、
東
方
義
孝
氏
の
「
本
時
人
先
づ
自
ら
言
語
を
改
め
よ
」
の
読
の
一
節
に
よ
る
も
の
な
う
。
曾
こ
子
（
ス
）
の
音
に
つ
さ
て
ア
ン
ダ
（
杏
子
）
イ
ス
（
椅
子
）
セ
ン
ス
（
易
子
）
の
如
く
、
子
の
手
を
未
言
ま
た
は
慶
義
の
唐
言
に
て
呼
パ
も
の
と
同
類
の
名
儲
を
集
め
た
る
に
左
記
の
如
く
五
十
四
語
あ
う
。
杏
子
（
ア
ン
ズ
）
椅
子
（
イ
ス
）
印
子
（
イ
ン
ス
）
茄
子
【
キ
ヤ
ス
）
金
子
（
キ
ン
ス
）
銀
子
（
ギ
ン
ス
）
庫
子
（
ク
ス
）
錠
子
（
ク
ハ
ン
ス
）
一だ
子
（
ク
分
ン
ス
）
容
子
（
ク
フ
ン
ス
）
循
子
｛一
ク
ン
ス
）
銀
子
（
ク
／
ス
）
循
帽
子
（
ク
ン
モ
シ
ス
）
下
子
（
グ
ス
）
租
覗
　
靭
子
（
ヨ
ス
）
庫
子
Ｔ
一
ス
）
昂
子
（
ゴ
ス
）
坑
子
（
ョ
シ
ス
）
補
子
（
ン
ユ
ス
）
未
子
（
シ
ユ
ス
）
純
豚
銅
子
（
ス
シ
ス
）
易
子
（
セ
ン
．ス
）
舶
子
（
セ
ン
ス
）
婁
子
（
ダ
イ
ス
）
提
子
（
ダ
イ
ス
）
猪
子
（
タ
ン
ス
）
段
子
（
ダ
ン
ス
）
国
子
（
ダ
ン
ス
）
亜
子
（
ダ
ン
ス
）
枕
子
（
チ
／
ヌ
）
豆
子
（
ッ
ス
）
又
（
メ
ス
）
錠
子
（
ッ
イ
ス
）
提
子
（
デ
イ
ス
耶
蘇
）
発
子
（
テ
ン
ス
）
紋
子
（
ド
ン
ス
）
帽
子
（
バ
シ
ス
）
舞
子
（
バ
ン
ス
）
附
子
（
／
ヌ
）
蚊
子
（
ダ
ン
ス
）
機
子
（
ベ
ジ
ス
）
抑
子
（
ホ
ジ
ス
）
帽
子
（
マ
シ
ス
）
細
子
（
マ
シ
ス
）
迷
子
（
メ
イ
ヌ
）
目
子
（
モ
ク
ス
）
花
綾
子
（
モ
／
ソ
／
ダ
）
様
子
（
ヤ
シ
ス
）
柚
子
（
ｉ
ス
）
．条
子
（
ヨ
シ
ヌ
）
絡
子
かラ
ス
）
綾
子
（
ノ
ン
ダ
）
論
子
ハ
タ
ン
ダ
）
婁
生
子
七
七
唐
音
許
の
研
究
と
共
■
例
五
則
ハ
中
山
久
四
郎
）
唐
吉
語
の
研
究
と
其
費
例
五
則
（
中
出
久
四
郎
υ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
（
／
サ
ン
ス
）
王
子
（
フ
ン
ズ
）
以
上
五
十
四
語
の
中
、
杏
子
、
椅
子
、
金
子
、
各
子
、
易
子
、
椴
子
、
抑
子
、
様
子
、
和
子
、
綸
子
の
十
語
の
如
き
は
、
尤
も
普
通
に
行
は
る
ヽ
も
の
な
う
。
子
の
字
の
唐
子
の
費
用
範
囲
小
な
ら
ず
と
い
ム
ｓへ
し
。
近
本
襦
子
の
二
字
の
代
う
に
未
子
の
二
字
を
以
て
し
、
新
聞
療
告
な
ど
に
は
、
未
子
足
袋
な
ど
ヽ
あ
う
。
朱
子
と
書
き
て
シ
ユ
ス
と
よ
め
ざ
る
に
は
あ
ら
ぎ
れ
ど
も
、
宋
の
未
子
の
名
稀
を
漬
す
も
の
ヽ
如
さ
戯
あ
う
。
各
じ
い
て
ム
の
語
源
に
つ
き
て
次
に
い
て
ム
の
語
原
に
つ
き
、
人
多
く
一
実
の
約
と
云
ふ
。
言
海
に
も
〔
一
葉
の
約
と
云
〕
と
記
し
た
う
。
然
れ
ど
も
、
是
は
Ｕ
し
ろ
鴨
脚
樹
と
い
ム
い
て
ム
の
一
名
の
店
言
よ
う
起
れ
る
も
の
な
う
と
見
る
べ
き
に
あ
ら
ず
や
。
鴨
脚
の
二
字
の
支
那
言
は
碑
距
　
】
Ｐ
　
　
　
　
脚
岬
　
ｏデ
一学
〇
　
〇
唱
　
ｏ
デ
↑
〇
チ
ヨ
ウ
な
れ
ば
、
少
し
く
韓
じ
て
、
い
て
ム
と
な
る
こ
と
不
自
然
に
あ
ら
ず
と
思
は
る
る
な
う
。
此
こ
と
は
脂
測
を
以
て
言
去
に
非
ず
。
棋
島
昭
武
端
の
和
漢
言
群
書
言
字
考
節
用
集
（元
献
十
一
年
編
輯
者
自
序
、
初
刊
の
年
は
明
な
仏
ず
。
喜
保
二
年
再
刻
、
高
延
元
年
三
刻
な
う
。
）各
六
の
生
植
門
の
一四
倒
一
の
部
に
館
毎
椎
磁飾腺
　
呼
断
歎
嗣酪勘
（一円
口
一の
部
に
は
従
種
附
）
と
あ
う
。
柴
貞
穀
の
雑
字
類
編
の
一四
姻
一
の
植
物
の
部
に
も
鴫
脚
子
。
銀
杏
と
あ
う
。
又
高
井
蘭
山
の
俳
字
節
用
集
（
文
攻
三
年
蘭
山
自
叙
Ｌ
同
六
年
刊
）
④
①
の
部
の
植
物
の
部
に
、
釘
拝
糠
二云
　
際
脚
誠
一
と
あ
う
。
術
又
ド
谷
口
松
軒
著
の
魁
本
大
学
類
苑
（明
治
二
十
一
年
著
者
の
子
、
谷
口
安
定
序
文
、同
二
十
二
年
刊
）
の
耐
紺
割
に
も
、
耐
町
占
等
ヽ
公
務
ｏ
勝
嘉
囲
桝
Ｔ
…
・〇
算
挙
、
椰
伸
、
鴫
脚
子
、
公
孫
樹
と
あ
う
。
是
等
の
諸
書
に
、
イ
テ
ノ
の
名
に
あ
つ
る
に
鳴
脚
樹
、
鴫
脚
子
を
以
て
せ
る
に
因
う
、
上
記
の
如
く
試
に
今
の
支
那
暑
の
　
専ど
３
一も
と
当
比
す
れ
ば
、　
王
英
の
約
と
見
る
よ
う
も
、
鴫
脚
の
支
那
子
即
ち
度
義
の
店
言
ょ
う
本
る
も
の
な
う
と
見
る
方
、
営
然
の
解
群
な
る
べ
し
。
こ
れ
に
つ
き
近
藤
正
率
の
右
文
故
事
十
六
の
慶
長
効
版
考
の
係
に
、
日
本
書
紀
紳
代
金
訴
の
事
を
記
し
て
、
守
重
云
、
比
活
版
匡
郭
尺
寸
字
数
、
前
ノ
錦
鮎
段
卜
全
ク
同
ジ
。
‥
…
…
正
保
帝
ノ
下
鴨
鴨
脚
某
へ
思
賜
ノ
本
モ
此
印
文
ナ
ノ
今
二
共
家
二
律
ノ
。
…
…
と
ｒ
へ
る
文
中
の
鴫
脚
と
い
ム
姓
に
も
、
イ
チ
ャ
シ
と
ょ
ま
せ
た
る
事
を
聯
想
せ
う
。
両
し
て
又
大
正
十
三
年
四
月
二
十
二
日
の
新
聞
に
七
九
唐
言
語
の
研
究
と
共
蛍
制
五
則
（
中
山
久
四
郎
）
唐
音
語
の
研
究
と
英
賛
例
五
則
（
中
山
久
四
郎
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
〇
参
謀
本
部
々
員
歩
兵
少
佐
　
嶋
脚
光
弘
粂
補
陸
軍
大
學
稜
兵
學
教
官
と
あ
る
を
見
て
、
好
奇
心
を
起
し
、
又
研
究
の
角
に
一
書
を
鴫
脚
少
佐
に
塁
し
て
、
其
姓
の
讃
み
方
を
質
問
し
た
る
に
、
イ
テ
ノ
と
讃
む
由
の
返
信
に
接
し
、
森
ミ
鴨
脚
の
二
年
の
店
暑
が
イ
タ
フ
の
語
原
な
る
べ
さ
こ
と
を
信
ず
る
に
至
れ
う
。
而
し
て
同
少
佐
の
返
書
に
よ
れ
ば
、
其
本
籍
は
京
都
市
上
京
匡
下
鴨
宮
前
町
九
一脊
地
に
し
て
、
以
前
は
京
都
府
愛
宕
郡
下
鳴
村
と
稚
し
、
古
衆
加
茂
の
紳
宮
の
家
な
う
、
云
々
と
い
ム
こ
と
を
附
記
せ
ら
れ
た
う
。
之
に
よ
う
て
考
去
れ
ば
、
鴫
脚
少
佐
の
家
は
、
慶
長
勅
版
考
の
上
記
の
文
中
に
あ
る
「
鴫
脚
某
」
と
同
族
の
家
な
る
、へ
し
。
衛
又
山
崎
闇
務
の
夫
人
鴫
脚
氏
も
亦
イ
テ
ノ
と
讃
む
と
い
去
。
本
論
の
敷
行
や
、
長
さ
に
過
ぐ
る
も
の
と
な
う
し
が
、
死
に
角
イ
タ
ノ
の
語
原
は
、
鴫
脚
と
い
去
三
字
の
唐
言
な
Ｄ
と
い
ム
を
穏
営
と
す
べ
き
な
う
。
（四
）唐
人
踊
の
歌
の
唐
言
に
つ
き
て
夫
に
元
献
時
代
の
唐
吾
に
聞
す
る
事
項
少
か
ら
ぎ
る
中
に
つ
き
て
趣
味
あ
る
も
の
は
、
講
松
の
落
葉
（元
藤
十
七
年
適
逆
筋
賓
夫
木
易
徳
編
帥
雌
癌
願
激
）
の
容
四
に
載
せ
た
る
「
店
人
踊
」
と
い
去
も
の
な
う
。
其
歌
の
文
句
は
左
の
如
し
。
い
き
に
て
′
ヽ
す
い
ち
や
ゑ
ん
ち
や
す
い
ち
や
す
い
ム
い
ち
や
う
い
さ
ら
乙
わ
い
め
さ
は
ん
や
さ
そ
う
わ
／
ヽ
う
う
ち
た
る
ま
た
ひ
さ
ら
さ
乙
い
さ
ら
こ
わ
め
さ
は
ん
や
さ
そ
う
つ
ノ
ヽ
う
あ
う
／
ヽ
歌
の
文
句
の
意
義
殆
ん
ど
皆
明
な
ら
ぎ
る
な
う
。
然
る
に
、
岡
島
冠
山
の
唐
話
纂
要
に
載
せ
た
る
支
那
の
俗
詫
を
見
て
、
っ
ひ
に
な
の
歌
の
文
句
の
初
め
の
部
分
は
、
店
吾
俗
詫
と
密
接
な
る
関
係
あ
る
ら
し
く
思
ひ
た
う
。
さ
て
唐
話
纂
要
の
支
那
俗
詫
は
、
載
せ
て
そ
の
各
五
の
末
の
小
曲
の
部
に
あ
う
。
一
　
夏
一ィ車
概
死
。　
一ィ頭
料
死
。
娃
庫
擁
範
ン
た
ど
を
陀
推
後
拶
ガ
。
菱
成
管
離
ン
身
シ買
チ陸
（下昨）
此
支
邦
俗
曲
の
初
の
部
分
の
唐
子
は
、
右
の
唐
人
踊
の
歌
の
文
句
の
初
め
の
部
分
に
似
た
る
も
の
あ
う
。
今
之
を
封
照
比
較
し
て
、
か
く
思
ム
こ
と
の
処
理
な
ら
濃
こ
と
を
護
明
せ
ん
。
（
ノ
と
二
と
は
舌
言
に
て
相
通
な
う
）
イ
　
ナ
ン
，
イ
ナ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
ア
　
　
■
■
ン
　
，一
　
　
　
チ
十
。
ウ
ス
ァ
　
　
チ
ヤ
ン
一領弛
領　（夏裡天　印
　字い　例　割小　印
　係
口
き
に
て
　
／
ヽ
　
　
　
す
い
ち
や
多
ん
ち
や
す
い
ち
や
比
左
右
二
行
、
雨
々
相
封
比
せ
ば
、
早
く
よ
う
流
行
し
た
る
一
夏
裡
天
の
唐
言
が
歩
し
て
，愛
化
し
て
、
い
と
に
て
′
ヽ
の
唐
人
踊
の
歌
の
文
句
と
な
う
し
も
の
な
ら
ん
。
た
だ
上
記
よ
う
以
下
の
文
句
の
出
水
す
る
所
を
明
に
す
る
こ
と
能
は
ぎ
る
と
遺
岐
と
す
。
此
「
一
夏
裡
天
」
の
俗
曲
が
早
く
一
部
の
人
に
流
行
せ
し
こ
と
は
、
右
の
冠
出
の
唐
話
纂
要
の
外
、
店
言
和
解
（正
徳
六
年
絢
逆
宅
号
過
逢
軒
白
序
）
の
坤
の
各
に
も
、
酔
胡
喋
と
題
し
て
、
店
話
纂
要
の
小
曲
と
同
様
の
も
の
を
載
せ
し
を
見
て
も
之
を
知
る
べ
き
也
。
但
し
唐
言
和
解
（寛
延
三
年
刊
本
）
に
は
唐
子
を
附
け
た
る
も
、
唐
話
纂
要
の
唐
子
恨
名
と
や
ヽ
異
な
り
、「
ｒ
き
に
て
ア
ヽ
」
の
文
句
を
封
比
考
護
す
る
に
は
、
唐
話
纂
要
の
唐
者
許
の
研
究
と
共
竹
例
五
則
（中
山
久
四
郎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
Ｔ
店
音
許
の
研
究
と
共
賀
例
五
則
（い
山
久
四
耶
）
八
〓
席
言
侵
名
に
擦
る
と
便
利
と
す
。
且
つ
店
話
纂
要
に
は
、　
一
夏
よ
う
五
更
に
至
る
ま
で
を
載
せ
た
れ
ど
も
、
庫
暑
和
解
に
は
、
た
だ
二
夏
ま
で
記
載
し
、
其
店
吾
は
一
夏
の
文
旬
に
の
み
附
け
た
う
。
術
天
明
三
年
刊
の
唐
本
参
和
著
の
和
席
珍
解
に
も
、　
一
人
物
の
「
一
更
裡
天
。
云
々
。」
を
う
た
ひ
し
所
を
叙
せ
う
。
共
唐
岳
緩
名
を
見
る
に
、
唐
話
纂
要
の
唐
子
と
同
じ
。
是
れ
即
ち
冠
山
の
比
著
書
が
代
表
的
店
暑
書
と
し
て
頻
る
度
く
世
に
行
は
れ
し
こ
と
を
芳
番
す
る
も
の
と
い
去
べ
き
也
。
次
に
又
曲
契
少
令
（亮
本
一
冊
他
書
に
も
記
さ
る
ピ
支
那
小
曲
十
二
篇
と
と
も
に
「
詳
師
荷
河
又
彦
所
体
の
出
柴
四
篇
を
載
せ
た
う
。
安
政
七
年
匝
取
転
高
の
角
本
な
う
）
に
も
、
同
様
の
曲
を
記
し
た
う
。
但
し
題
目
及
び
文
句
の
店
言
少
し
く
異
な
る
の
み
。
ナ
一
ク
　
ウ
　
　
　
　
ヨヶ
ン
毛
覇
嚢
疋
再
　
卿
雁
酌
喚
釣
　
だ
ば
対
７半ｆ
障
一式々
（囚
に
記
す
、
此
眸
胡
喋
五
更
の
小
体
出
に
つ
さ
て
聯
想
す
る
も
の
は
、
近
代
支
那
の
王
夏
調
な
う
。
支
那
の
新
聞
雑
誌
に
よ
れ
ば
、
前
病
朝
倒
れ
て
中
華
民
囲
の
成
立
せ
し
時
に
は
、
民
囲
五
夏
副
あ
う
。
表
世
凱
の
帝
制
問
題
の
時
に
は
警
世
折
夏
調
あ
少
。
阿
片
禁
煙
に
つ
い
て
は
、
戒
煙
五
更
調
あ
り
。
演
劇
の
流
行
に
は
、
巌
名
五
更
調
あ
う
。
活
動
男
異
の
流
行
に
は
影
腕
五
夏
調
あ
う
。
之
を
支
那
留
學
生
に
質
問
す
れ
ば
、
此
五
夏
調
は
卑
俗
に
し
て
曲
調
の
衛
単
な
る
が
角
に
市
井
に
流
行
盛
唱
せ
ら
る
と
い
ム
”
徳
川
時
代
の
初
世
に
近
き
元
献
時
代
早
く
之
を
得
へ
て
、　
一
種
の
番
歌
上
記
の
如
と
も
の
ヽ
う
た
は
る
ヽ
に
至
少
し
も
、
畢
貴
卑
俗
に
し
て
出
調
の
模
倣
し
易
き
も
の
あ
少
し
に
出
る
な
る
べ
き
も
、
唐
言
そ
の
ま
ヽ
に
近
さ
文
句
を
以
て
始
れ
る
を
以
て
注
意
す
べ
き
こ
と
ヽ
す
べ
し
。
術
近
代
支
那
の
民
囲
五
更
調
の
出
は
、
唐
話
纂
要
及
び
唐
暑
和
解
に
記
載
せ
ら
る
ヽ
も
の
と
、
や
ゝ
異
な
う
、
文
句
の
間
に
啄
啄
得
含
と
い
よ
文
句
を
師
入
す
。
支
那
暑
￥
導
愚
↑
３
Ｆ
ュ
？
・竜
雲
こ
な
う
。　
一
種
の
谷
の
手
と
か
い
去
べ
き
も
の
な
ら
ん
か
。
）
（五
）欠
と
甲
と
の
カ
ン
の
暑
に
つ
き
て
（聞
イ摯
砂
こ
カ
ン
と
い
去
語
に
店
暑
起
源
の
も
の
ニ
ッ
あ
う
。　
一
を
欠
と
し
、　
一
を
甲
と
す
。
今
前
者
に
つ
き
て
愚
見
を
記
さ
ん
。カ
ン
は
量
目
の
彼
損
沿
耗
を
い
ム
。
欠
の
手
の
唐
言
汗
導
諄
の
韓
じ
た
る
も
の
也
↓
或
は
又
欠
の
字
の
日
本
漢
子
の
ケ
ン
の
韓
じ
た
る
も
の
と
も
思
は
る
ゝ
也
。
欠
の
手
、
往
々
彼
の
年
に
代
用
せ
ら
れ
て
、
ケ
ッ
と
言
讃
す
る
も
の
あ
る
も
、
元
本
ケ
ン
の
暑
な
う
。
さ
て
岡
島
冠
山
の
店
話
纂
要
容
一
に
．
　
　
ケ
ン
ノ
イ
ン
欠
情
　
ブ
サ
タ
イ
タ
マ
ン
タ
と
あ
う
。
中
村
挙
吾
三
近
子
の
俗
字
指
南
車
（手
保
十
六
年
自
序
）
に
「
欠
立
」
と
あ
う
谷
口
松
軒
著
の
魁
本
大
学
類
苑
（明
治
二
十
二
年
刊
）
の
へ
の
部
に
車
手
〓
う
ｒ
ｔ
と
そ
ｔ
列
住
明
（
や
１１
代
口
耶
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
店
音
許
の
研
究
と
主
打
例
五
川
（
い
山
久
西
郎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
耗
　
米
力
軍
て
と
あ
う
、
力
の
部
に
省
　
　
耗
と
あ
う
。
是
等
の
力
／
マ
イ
の
折
欠
な
ど
見
ゆ
」
と
あ
う
。
又
注
意
す
べ
き
は
、
木
管
道
中
膝
栗
宅
の
申
仙
道
加
納
軽
の
係
に
獅
「
川
留
は
い
ヽ
が
、
段
々
懐
の
内
に
欠
が
た
つ
に
は
困
う
果
る
と
あ
る
が
如
さ
も
の
に
し
て
、
欠
の
唐
言
語
は
頗
る
度
く
行
は
れ
た
う
し
也
。
ス
キ
ヤ
ン
ス
イ
（欠
鎧
）
但
諺
集
覧
に
、「
長
崎
に
て
金
幹
た
浪
人
を
い
Ａ
」
と
あ
う
。
是
れ
は
欠
鏡
の
店
言
ぞ
こ
多
雪
の
韓
説
し
た
る
も
の
と
看
微
す
べ
き
も
の
な
れ
ば
、
金
カ
ン
が
立
つ
な
ど
と
い
ム
封
刻
も
、
欠
の
字
の
唐
吾
よ
う
本
れ
う
と
な
す
前
読
の
構
営
な
る
を
認
む
べ
き
也
。
ス
カ
ン
カ
ン
と
い
去
語
あ
う
。
符
量
を
符
う
調
ぶ
る
の
義
な
う
。
其
字
は
蓋
し
看
欠
に
し
て
、
量
目
に
彼
損
減
耗
あ
る
や
否
や
を
看
る
の
義
な
る
べ
し
。
看
々
の
二
字
も
考
へ
得
る
こ
と
な
れ
ど
も
、
量
目
を
一朴
う
調
パ
る
に
縁
あ
る
欠
の
字
を
用
ひ
て
、
看
欠
と
し
た
る
方
構
営
な
る
べ
し
。
ヘ
リ
マ
イ
カ
ン
は
欠
な
る
べ
し
。
又
倭
訓
栞
に
「
算
に
か
ん
の
た
？
と
い
ム
は
欠
字
也
。
短
欠
